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論文内容の要旨
本論文は光ファイパ伝送系の測定に関する研究の成果をまとめたもので，次の 6 章からなっている。
第 1 章では序論として，光ファイパ伝送系の測定に関する研究の背景と経過について述べるとともに，
本研究の目的を明らかにして本論文の位置付けを行った。
第 2 章では光ファイパ伝送方式における測定法の概要について述べた。さらに，測定項目とそれに必
要な測定器の分類を行い，それぞれの項目における測定上の課題を挙げ，研究の主眼を明確にした。
第 3 章では多モード光ファイパのモード分散測定に関する課題とその対策を明らかにした。まず，モ
ード分散によるベースパンド周波数応答の相加員IJ，モード分散の測定法としての周波数掃引法とパルス
法の比較について触れた後 周波数掃引法に基づくモード分散測定器構成上の課題と対策，および試作
した測定器の特t性について述べ さらに 多モード光ファイパにおけるベースパンド周波数応答の振幅
特性変動の原因と対策についても言及した。
第 4 章では，まず，光ファイパの反射にフレネノレ反射と後方散乱があり，障害探索には後方散乱の測
定が不可欠な事を述べた後，光ファイパの後方散乱の測定方法として，従来からの孤立パルス法と新た
に提案した擬似雑音パルス法を取り上げ，それぞれの方法による障害探索距離限界を推定し，測定によ
って距離限界を確認した。さらに 後方散乱測定器の応用として光ファイパの損失評価と，加入者系光
伝送方式の障害切り分けについて述べた。
第 5 章では，新たに考案した簡易な構成で波長を測定する光波長計の設計法を述べた。本光波長計は
水晶の旋光性を利用している。まず，光波長計のキーデバイスとして水晶旋光子を使用した波長分岐回
路の設計法と特性について述べた。さらに，光波長計の構成を明らかにし，試作した光波長計の波長測
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定精度が設計値と一致する事を確認した後，受光素子の感度変動偏差の影響，波長拡がりのある光源の
波長測定偏差，光電力測定精度について考察した。
第 6 章では，本研究を統括し，得られた結論を述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，光ファイパ伝送系における測定法の確立と測定器の開発に関する研究結果をまとめたもの
であるロ
多モード光ファイパ伝送系の伝送容量は主としてモード間の群速度差 いわゆるモード分散，によって
決まる。著者は，まず，モード分散の諸性質を考察し，これを測定する際のパルス法と周波数掃引法と
の優劣を比較した後，光ファイパケーブノレのモード分散特性は，ケーブノレ布設後，ベースパンド振幅周波
数特性の遠端測定によって求めるのが適当であるとの結論を得ている。つぎに，これに基づいた測定器
の構成に関連する諸問題を詳細に検討し，乙れらを解決して，光波長 0.8 5μm帯および1.3μm 帯におけ
るモード分散測定器を完成させている。
光ファイパは，屈折率の不均質性によって微弱な後方散乱光を生じる。著者は，乙れを光ファイバの
障害点探索に応用する際の測定距離限界に関する理論的検討を行なうと共に，測定距離の拡大方法を提
案し，実験によってその効果を確かめている。また，後方散乱光測定を応用した光ファイパの損失分布測
定および接続損失測定に際しての測定精度に関する詳細な理論的検討を行っている。さらに，後方散乱
光技術を加入者系伝送方式における障害切り分け試験に応用した光ループパックテスト法を提案し，そ
の有効性を確認している。
最後に，著者は，光ファイパ伝送系とくに波長多重系における光波長の測定に使用される簡易な可搬型
測定器として，水晶の旋光性の波長依存a性を利用した新しい光波長計を考案し，その動作を詳細に解析し
て設計方法を確立すると共に 試作波長計によって 0.6 ，..._， 1.3μm の波長域で所期の性能の得られるこ
とを確認している。
乙のように，著者は，光ファイパ伝送系における主要な測定項目であるモード分散，障害点位置，光波
長などの測定法を確立すると共に 乙れに基づいた測定器を完成させている。これらの成果は，光通信
工学の発展に寄与する所が大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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